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I.は じめに

南九州には第四紀末に噴出したテフラが数多く分布 している.なかでも,姶良Tn

テフラ (AT) と鬼界アカホヤテフラ (K-Ah)は,日本列島のほぼ全域を覆う広域テ

フラである.これ らについては,多数の14C年代値が報告されてお り,前者が21,000

-25,000yrBP,後者が 6,300yrBPに噴出したものと推定されている (町田 ･新札

1992).そのほかのテフラの年代値は,桜島火山か ら噴出した薩摩テフラ (Sz-S)

を除くとあまり多くない.その理由の一つとして,降下テフラに炭化木片があまりみ

られないことがあげられる.一方,土壌は,普遍的に存在することから,容易に採取

することができる.土壌の14C年代は,比較的急速に埋没 したものについては有効で

あると考えられている (OrlovaandPanychev,1993).プリニー式噴火などでは比較

的短期間にテフラが堆積するので,直下の土壌の14C年代から噴火年代を推定できる

と考えられる.筆者は,南九州におけるAr以降の火山噴火の周期性を明らかにする

ために,テフラに関連する埋没土壌や炭化木片などの14C年代を測定 している.現段

階ではすべてのテフラを網羅するまでには至っていないが,これまでに得 られた14C

年代を報告する.

Ⅱ.14C年代測定

試料の調製は,中村 ･中井 (1988)にもとづいた.土壌はできるだけ塊の状態で

採取し,蒸留水によって表面を洗い流した.これを蒸留水中で超音波洗浄 して分散さ

せ,開口径106〃.mのふるいを通過 したものを用いて,以下の操作を行った (奥野,

1995).まず,1.2規定塩酸による処理 (90℃ ･2時間)を2回繰 り返して炭酸塩な

どを溶解除去した後,1.2規定水酸化ナ トリウム水溶液による処理 (90℃ ･1時間)

によりアルカリ可溶成分を除去した.さらに1.2規定塩酸処理を2回行った後,蒸留

水で十分に洗浄 してフユーミンを得た.得 られたフユーミンの有機炭素および有機窒

素含量を,cN コーダー (柳本製,MT-700)により測定 した.フユーミン (炭素量と

して約 2mg) を酸化銅,還元銅および銀と共にバイコール管に真空封入 して約 2時

間 950℃に加熱 し,生じた気体を真空ライン中で精製して二酸化炭素 (co2)を得た.

一方,炭化木片は超音波洗浄 した後,酸処理,アルカリ処理,酸処理を行った.これ

を蒸留水で洗浄,乾燥後,酸化銅と共にバイコール管に真空封入 して約 2時間950℃
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に加熱して発生した気体を真空ライン中で精製してC02を得た.これ らのC02か ら,

Kitagawaetal.(1993)の水素還元法によりグラファイ トターゲッ トを作製した.な

お,C02の一部を分取 して ∂ 13Cの測定に供した.

調製 したグラファイ トターゲッ トについて,名古屋大学年代測定資料研究センター

のタンデ トロン加速器質量分析計 (Nakamuraetal.,1985;中村 ･中井,1988)を用

いで 4C年代を測定 した. 14C濃度の標準体は,NBS篠酸 (SRM-4990)を用いた.14C

年代値は , Libbyの半減期5,568年を用いて算出し,西暦1950年から遡った年数で示し

た.なお,測 定誤差は 1標準偏差 (10)で示 した.また,試料の 6 13C値を トリプ

ルコレクタ一式気体用質量分析計 (Finnigan MAr 社艶 MAT-252) により測定 し,

炭素同位体の質量分別効果を補正 した (中村ほか,1994).なお,一部は 6 13Cが末

測定のため補正していない.

Ⅲ.測定結果および考察
1.霧島火山群

霧島火山では,高原スコリアと御池テフラについで 4C年代が得 られている.測定

試料の採取地点を図 1に示す.

13100 ノ

図1 霧島火山の試料の採取地点

国土地理院発行の1:50,000地形図 ｢霧島山｣を使用.

1)高原ス コ リア

高原スコリア (Kr-Th:遠藤はか,1969)中の炭化物 (6 13C.･111.4‰)は,地点1
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(図1)で採取された.この炭化物の14C年代は,780±100yrBP (NUTA-4240),

930±100yrBP (NUTA-4265)である.2つの平均値は 860±70yrBPであり,これ

を stuiverandBecker(1993)の14C年代一較正曲線を用いた ETH ZtirichandNiklaus

(1994)のプログラムによって暦年代に較正すると,1067-1085calAD (10.6%),

1123-1137CalAD (8.3%),115311263calAD (80.6%),1275-1275CalAD (0.5%)

になる.これと同時の堆積物である御鉢スコリア流中の炭化木片の14C年代は,760±

90yrBP (GaK-15326)と報告されてお り (井村 ･古賀,1992),これ らはほぼ一致

している.井村 ･古賀 (1992)は,古記録と堆積物の対応からKr-Thの噴火はAD788

におこったと考えられている (井ノ上,1988) ことから,試料が新 しい炭素の汚染

を受けてやや新しい年代が得 られたものと考えた.また,岡田 (1985)は<1,050±

110yrBPとやや古い14C年代値を報告 している.御鉢火山の歴史噴火については , 筒

井 ･小林 (1992)によって詳しく研究されてお り,Kr-Thの上位の火山砂層と古記録

の対応か ら,9世紀,10世紀,

12世紀,13世紀,16-17世紀

に比較的活発な噴火活動があ

ったことが推定されて いる.

今回得 られたKr-Thの暦年代

は,KトThの噴火が10-13世

紀の記録に対応することを示

しているが,ほかの層準の年

代や考古編年との関係などを

さらに検討する必要がある.

2)御地テ フラ

御地テフラ(Kr-M :松井 ｡

和島,1961)の噴出年代は,

これまで縄文後期 (約3,000

年前)と推定されていた (桑

野 ほか,1959) .しかし,

最近の考古学的研究では,縄

文中期後半～後期前半と考え

られて いる (東,1991,本

報告集).Kr-M直下 の土壌

(-23.9‰)を地点2から採取

した (図 2) .得 られた14C

年代値は,4,160±90 yrBP

(NUTA-4238)であり,後

者の年代観と調和する.
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図2 霧島火山の完新世テフラの柱状図

(筒井正明,未公表資料)

矢印 :試料採取層準

(図 1,地点2)
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2.姶 良カルデラ,桜島火 山

1)姶良Tnテ フラ

姶良カルデラでは,大隅降下軽石 (os)の噴出にはじまり,妻屋火砕流 (Tm),

大戸火砕流 (Ito)を噴出した巨大噴火がおこった (Kobayashietal.,1983;Aramaki,

1984;Nagaoka,1988)･日本列島のほぼ全域を覆う姶良Tn火山灰は,この人戸火砕

流に伴う降下火山灰 (co-ignimbriteash-fall)である (町田 ･新札 1976). この一

連の噴火を入戸噴火とよんで,そのすべての火砕堆積物をまとめて姶良Tnテフラ

(AT) とよぶ (図 3 :町田 ･新井,1992).Arの噴出年代は,Tmに含まれる炭化木

片の入念な14C年代測定から約 22,000yrBPと考えられた (木越ほか,1972).その

後もATに関連する試料の14C年代は数多く報告され , 町田 ･新井 (1976,1983)はこ

れ らの年代値が約 21,000-22,000yrBPに集中することを指摘した.最近,ATを挟

む上下の堆積物などの14C年代値から24,500yrBP前後であるとする報告がある (松

本ほか,1987,村山はか,1993).さらに,給源近くに分布する火砕物に含まれる

炭化木片について,AMS法による14C年代値が報告されている (池田ほか,1995;輿

野ほか,1996b).これらの試料の採取地点を図 3に示す.これらの年代値は,os

図3 南九州のArテフラの分布 (Kobayashietal,1983;Aramaki,1984)

等層厚線 :大隅降下軽石 (cm).

試料Aと試料B (池田ほか,1995),試料C (奥野ほか,1996b)
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中の炭化木片 (試料A,-24.3‰)が 24,790±350yrBP (NUTA-2564),Ito中の炭化

木片 (試料B,-24.3‰)が 24,240±250yrBP(NUTA-2563),Osと同時に噴出した

垂水火砕流 (Tr)中の炭化木片 (試料C,-25.3‰)が 24,71∩±17n yr BP (NUTA-

4017)である･これらの年代値から,ATの噴出年代は,ほぼ 24,5()0yrBPと判断さ

れる.

2)桜 島テ フラ群

桜島は姶良カルデラ南縁に位置

する後カルデラ火山であり,この

火山か ら噴出したテフラを桜島テ

フラ群 (sz)とよぶ.szの層序や

分布については,福山 (1978),

福山 ･小野 (1981),小林(1986),

森脇 (1994)などの報告がある.

小林 (1986)は,17層の桜島起源

の軽石層 (pl～P17)を識別 して

いる.そのうち上から14番 目のも

の (P14)が最 も規模が大きく,

薩摩テフラ (Sz-S)と呼ばれてい

る (新井 ･町田,1980).その噴

出年代は中に含まれている炭化木

片の14C年代値 (表 1)か ら10,500

yr BPと考えられている (町田 ｡

新井,1992).大隅半島における

szの模式柱状図を図4に,議料採

取地点を図 5に,14C年代値を表 2

と表 3に示す.桜島火山の噴火史

は, ｢古期北岳｣ ｢新期北岳｣｢南
岳｣の 3つのステージに大きく分

けられる (小林,1986,1989).

小林 (1989)は sz-Sよ り下位の

土壌の14C年代を報告 し,その噴火

史が 20,000yrBPまで遡る可能性

を指 摘 して い る. こ こで は ,

Okunoetal.(1996),奥野ほか

(1996b) にもとづいて Szの噴出

年代について述べる (図6).
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図4 大隅半島での桜島テフラ群の

模式柱状図

(森脇,1994;Okunoetal.,1996)
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図 5 桜島テフラ群に関連した試料の採取地点 (Okunoetal.,1996)
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桜島火山 姶良カルデラ

図6 桜島火山の噴火史 (小林,1989を修正)

① 桜 島火 山の活動開始 時期

桜島火山起源の最下位の高峠 6テフラ (sz-Tk6/P17)中の炭化木片 (-25.3‰)の

年代は,22,610±140yrBP(NUTA-3938)である.一方,その直下の土壌(-20.3‰)

は 21,130±170yrBP (NUTA-3788),21,240±120yrBP(NUTA-3755)とやや若

い･いずれにしても,桜島の噴火史が 22,000yrBP付近にまで遡ることは確実であ

る･その上位の高峠 5テフラ (Sz-Tk5/Pl(')直下の土壌 (-21.1‰)の年代値は,
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表 1 桜島薩摩テ フラの 14C年代

stratlgraPhic Matehal 14cage labno･ Reference
rela【ion (yrBP)

ve

W

B
･m
･m
･m
･m
･m
如

a

tヽU

Humicsoil

Charcoal

Charcoa1

Charcoa1

Charcoa1

Charcoa1

Humicsoil

10,220±330

10,630±220

10,900±200

10,700±200

ll,200±200

10,020±240

ll,010±230

GaK-6077

GaK-3423

GaK-2235

GaK-2248

GaK-3385

GaK-8430

GaK-41(i3

IshikawaandKato(1977)

Ishikawaetal.(1972)

Kuwashiro(1970)

Kuwashiro(1970)

Ishikawaeta/.(1972)

Machidaeta/.(1984)

FukuyamaandAramaki(1973)

17,640±90yrBP (NUT

A-3937) であるが,高峠

4テフラ(Sz-Tk4/P15)

直下の土 壌 (-23.4‰ )

は , 20,490±150 yr BP

(NUTA-3869) であ り,

層位的に矛盾 している.

フユー ミンの炭素/窒素

比 (C/N比)が 10前後の

ものに,層位 と比べて若

い値 を示す傾向が認め ら

れ る (奥野ほか,1996C)

ことから,sz-Tk4に対す

る年代値がよ り信頼でき

るものと判断され る.ま

た,sz-Tk4を覆 っている

土 壌 の14C年 代値 は,成

瀬 ほか (1994) により,

18,030±290 yr n
H
JHl
U

PB

16523) ,16,970±280

yr BP (ト16524) と報告

されてお り,上記の推定

と調和的である. したが

って,古期北岳の活動は

22,000yrBPか ら 20,000

yrBP の比較的短期間で

あると考 えられる.

表 2 桜 島テフラ群 に関連 した土壌の14C年代

Jm lJ'ty･ Stra(igraphjc C N αN 61'c Ìcagc… LBbno.
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*図5に示す = 図4に示す *= 半減期=5,568年
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表 3 桜島テフラ群に関連した炭化木片の14C年代

ulCality･ StratlgraPhic 61】c I-cage- Labno･

positionH (‰) (y†BP) (NUTA-)

BelowSz-Tk2 -29.1 4,250±70 4017

BelowSz-Tk3 -26.8 9,540±90 4035

1nSzITk6 125.3 22,610±140 3938

+図5に示す = 図4に示す =}半減期=5,568年

② 薩摩テ フラの年代

新期北岳の活動は,薩摩テフラ (sz-S)の噴出から始まる (小林,1989).sz_S

は大木 ･早坂 (1970)の新期火山灰 ･軽石層のうちの降下軽石層,薄層理軽石質火

山灰層に相当する (小机 1982,1986).このテフラの名称は , 新井 ･町田 (1980)

が南九州一円に分布 して考古学上重要な鍵層である降下軽石層に対 して "薩摩"と命

名 したことによる･薄層理軽石質火山灰層は,特徴的なラミナ構造をもち,炭化木片

を含むこと,分布が鹿児島市周辺に限定されることなどか らサージ堆積物 と考えられ

る (小机 1986)･このサージ堆積物中の炭化木片などの14C年代はいくつか報告さ

れている (表 1)･今回測定した sz-S直下の土壌の14C年代値は,10,900-ll,700yr

BPの範囲にある (表 2)･また,sz-Sは鹿児島平野の地下にも広く分布 してお り(岩

松 ･横臥 1991;森脇ほか,1993),ボー リングによって得 られたsz-S直下の土壌

(-19･5,0/cD)の年代値は 11,850±90yrBP (NUTA-3561)である (奥野ほか,1996a).

これ らの土壌の14C年代値は,炭化木片の年代値よ りやや古い傾向がみ られる.今後

炭化木片についても再検討する必要があるが,土壌の年代値か ら判断すると,sz-Sは

ll,500yrBP付近に噴出したと考えられる.したがって , 古期北岳と新期北岳の間に

約8,000-9,000年の時間間隙を見積もることができる.

③ 新期北高 の活動年代

新期北岳の活動は,sz-S以降500-2,000年程度の休止期を挟んでテフラが噴出して

いる･北岳最後の噴火は第 5層 (p5)の噴出であ り,北側斜面には火砕流も流下 し

ている (小林,1986)･この火砕流中の炭化木片の14C年代が,約 4,900yrBPと得ら

れている (小林,未公表)･しか し,p5より下位である高峠2テフラ (Sz_Tk2/P7)

直下の土壌の14C年代は約4,300yrBPであり (表2),上記のp5の年代値 と層位的に

矛盾する･2つの年代値は互いによく一致 していることから,ほぼ信頼できるものと

考えられる･ただ し,両者 とも試料のC仰 比が10に近いため,やや若い年代を示 して

いる可能性もあり,今後検討する必要がある.

④ 歴史噴火の年代

大隅半島に分布する歴史時代のテフラは,天平 (sz-Tn/P4),文明(sz-Bm/P3),

安永 (sz-An/P2),大正 (sz-¶/pl)である (小林,1982;岩松 ･小林,1984).
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図 7は,sz-Tsを除いた歴史時代のテフラの14C年代を,ShiverandBecker(1993)の

14C年代 一較正曲線上に プロッ トした ものである.天平テ フラ (Sz-Tn)は,第 4層

(p4:小林,1986),高峠 1 (Sz-Tkl:森脇,1994)に相当す るものである. この

直下の土壌の年代値は約1,100yrBP付近であ り, このテフラが天平噴火 (764年)に

よるものとす る考え (小林,1982) と一致す ることか ら,sz-Tnと改称 した.sz-Bm

についての年代値 はどち らも古 く,とくにLoc.⑦での年代値 (930±7O yrBP)は,

期待され る年代値 との間に約500年の差がある.Loc.⑦は下位 のSz-Tk2 (P7)の分布

域であるが (小林,1986),それがみ られないことから判断 して,その前後の時期

には風成層 (テ フラ/土壌)が連続 して堆積 していなか った可能性が高い. したがっ

て,下位 の土壌 に由来する炭素が混入 した可能性が,古 い年代値が得 られた理由とし

て考え られる.sz-Anについては,ほぼ妥 当な値が得 られている (図 7).
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図7 歴史時代のテフラ (Sz-Tsを除いた)の14C年代

14C年代一暦年代曲線は,StuiverandBecker(1993)による

3.池 田カル デラ, 開聞岳 火 山

今回測定した試料の採取地点 を図8に示す.

1)池 田カル デラ

池田カルデ ラの形成に関連 したテフラ (Ik)は,下位よ り池崎火山灰 (Ik-1k),尾

下スコリア (Ik-Os),池田降下軽石 (Ik-Pfa),池田火砕流 (Ik-Pfl),山川ベース

サージ (Ym-Bs),池 田湖火山灰層 (Ik-Afa)からなる (成尾 ･小林,1980).この

テフラの14C年代は,IkPflの炭化木片を試料 として,5,750±30yrBP (KSU-537:成

尾 ･小机 1984,私信),Ik-Pfa直下の土壌を試料 として4,640±80yrBP(GaK-584:
松井,1966)である.

得 られた 14C年代値 を表 4と表 5に示す.炭化木片 は,成尾 ･小林 (1984)が報告
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130030̀ 130045′

図8 池田カルデラ,開聞岳火山

の試料の採取地点

国土地理院発行の1:50,000

地形図 ｢開聞岳｣ ｢垂水｣

(a), ｢大根占｣ (b)を

使用.

したものと同じ露頭から採取したもので (図 8-a:成尾,私信),2種類の樹種があ

る (試料aと試料b)･ここでのIk-Pflは,細粒のガラス質火山灰か らなるマ トリック

スに直径1-3cm程度の軽石が散在 し弱いラミナを形成している.露頭の下半分は植

生に覆われるが海岸には下位の溶結凝灰岩が露出していることから,おおよその層厚

は約20mと推定される･炭化木片はその中程に散在 し,いずれも水平～やや斜めに横

たわっている･試料bは,直径 1-0.5mm程度の細長い繊維状で組織が顕著で,その

特徴か らモクセイシダの一種のヒカゲへゴと判断される.それぞれの試料について 3

回測定 した･どちらも2回目がやや古い値を示 しているが, 1回目と3回目はきわめ

てよく一致している (表4)･一方,土壌の年代値は,薩摩半島の試料Cと試料d (図

8-a)が大きく異なる･どちらも山地斜面の露頭か ら採取 したものであり,再堆積 し

た可能性が考 えられる.ただし,試料dは,直上のIk-Afaが撹乱 されてお らず,やや

若い年代を示 した原因は明 らかではない.大隅半島の試料Cと試料f(図8-b)はたが

いによく一致 し,炭化木片の測定結果 ともよく合う.Ikの噴火年代は,上位の鍋島岳
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テフラ,開聞岳テフラ群 (後述)の年代値 もあわせると,5,500-5,700yrBPごろと

考 えられ る.

表 4 池 田火砕流中の炭化木片の-4C年代

Sample 613C 14cage IAbno.
(%o) brBP) PUTA)

a

b

l

つん
3

1

つ
ん
3

'

I

l

I

I

I
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-25.9

6,260± 70

5,540± 60

5,8()OjI80
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7
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5
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表 5 池田テフラ直下の土壌の14C年代

Sample C N C/N ∂13C* 14cage
(% ) (%) (%o) brBP)

C 2.58 0.12 21.2 -18.9

d 3.24 0.16 20.2 md.

e 4.69 0.19 24.9 -16.1

f 5.730.21 27.5 -19.5
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*n.d.ニnotdetermined

2)鍋島岳火山

鍋島岳火山は池田

カルデ ラの南縁に生

じた溶岩 ドームであ

り,この ドームの形

成に先行 してテフラ

も噴出 している (輿

野 ･小林,1991).

このテフラ中の炭化

木片の14C年代は

4,220+_160vrBPI

(NUTAl2536),

4,38()±140yrBP

(NUTA-2537)であ

り,両者の平均値は

4,300±110yrBPで

ある (奥野ほか,

1993).

3)開聞岳火山

開聞岳火山は,考古遺物 との層位関係や腐植土の厚 さか ら,約4,Or)∩年前に噴火活

動を開始 した と推定されている (桑代,1967;中村,1967).開聞岳のテフラの-4C
年代は,古川 ･中村 (1969),石川ほか (1979)などの報告がある.成尾 (1984)

はテフ ラ層序 と考古 編年か ら, 開聞岳 テ フラの最下部 の14C年代 と して石川 ほか

(1979)の 4,040±120yrBP (Gak-7518)を採用 している.この火山は,平安時代

に 2回噴火 (貞観 ･仁和) してお り,その詳細は ｢三代実録｣に記録が残っている.

今回測定した試料は,平安時代のテフラ直下の土壌である (図 8).年代値は貞観

テフラ (Km-Jo)直下の土壌 (試料g,-17.6‰)が 1,07()±80yrBP (NUTA-4141)

仁和テフラ直下 (Km-Nn)の土壌 (試料h,-23.6‰)が 1,350±10O yrBP (NUTA-

4236)である.これらを stuiverand Becker(1993)の14C年代-較正曲線を用いた

ETH Ztirich and Niklaus(1994)のプログラムによ り暦年代に較正すると,前者が

785-786calAD (0.6%),875-1035calAD (93.4%),1102-1113calAD (3.6%),

1142-1148 calAD (2.4%),後者が 602-779 calAD (96.6%),792-801 calAD

(3.4%)になる.
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図9 鬼界カルデラの試料の採取地点

国土地理院発行の1:50,000地形図 ｢薩摩硫黄島｣を使用･

1)龍港テ フラ群

龍港テフラ群 (K-Km)は,鬼界カルデラ北縁に位置する竹島と硫黄島に分布して

いる (小野ほか,1_982)･Kobayashiand Hayakawa(1984)は,この中の軽石質火

山灰層を桜島起源のSz-S (ll,500yrBP)に対比している･一方,長岡 (1988)は同

じ火山灰層とその上位の軽石層を,それぞれ種子島に分布 している種 Ⅰ火山灰 (Tn-1)

と種Ⅱ軽石 (T｡-2)に対比した.このTn-1とTn-2は,種子島ではAT (24,500yrBP)

より下位にあり (長臥 1988;奥野 ･小机 1994),両者の見解は層位的に矛盾 し

ている.K_Kmの噴出年代は,竹島や硫黄島ではATが兄いだされていないため,その

詳細は明らかでなかった.竹島の地点K-①とK-②の柱状図と測定値を図10t表 6に,

地点K_①～④のSz-S直上の腐植土の14C年代を表 7に示す･硫黄島の地点K-⑥の柱状

図と測定値を図11に示す.

地点K-①での年代値は,試料①-1を除いて層位と矛盾 しない･試料①-2aと①-Zb,

試料①-6｡,①-Gb,①-6Cは,同じ層位から採取 して個別に調製操作を行ったもので,

炭素含量やC仰 比はそれぞれ異なる (表 6,表 7)･これは試料の不均一性や調製操

作の諸条件の微妙な違いによるものと考えられる･しか し,得 られた14C年代は,そ

れぞれほぼ一致 している.地点K-②の試料は,試料②-6と②-8の年代値が,地点K-①●
の同じ層位のものと一致 しない.また,層位的にも逆転 してお り上位のK-Ahとも矛

盾 している.なお,試料②-10は他の14C年代値やK-Ahなどと矛盾していないが,その

確か らしさを詳しく検討することはできない･現段階では,堆積物の産状および14C

-100-



年代値か ら,K-Kmは14- 8kaの断続的噴火により形成されたものと考えられる･

K-① K-②

図10 地点K-①,K-②での柱状図と14C年代

年代値の詳細は,表 6に示す.
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表 6 地点K-①,K-②の龍港テフラ群に挟在す る土壌の14C年代

Sample C N C/N 613C

(%) (%) ratio (%o)

=cage Labno.

(yrBP) (NUTA-)

① -1

① -1

① -2′a

(D-2b

① -2b

① -4

(9-6a

① -6b

(9-6C

① -7

① -Ll

② -6a

② -6b

② -8

② -9

1.3 0.09 14.3

1.8 0.08 22.8

3.2 0.15 21.7

1.2 0.05 22.3

ー21.2

ー20.8

-20.8

4.710±70 3595

5.040±80 4024

8.240±90 3660

8,060±70 3601

8.260±80 3935

-20.3 9.390±90 3472

2.6 0.12 21.2 9.310±240 2544

1.8 0.06 31.2 9.670±140 3276

2.2 0.11 1g.6 -17.3 10.170士80 3935

1.1 0.05 22.4 -18.2 10.590±90 3373

0.2 0,01 15._3 11.830±110 3306

0.3 0.04 7.2 -26.0 4.000±80 3411

0.3 0.07 4.0 -26.5 9.640±90 4090

0.4 0.04 9.4 3.300±70 3473

0.1 0.01 8.7 6,560±80 3750

② -10 0.2 0.01 13.7 13.480±100 3374

表 7 竹島での薩摩テフラ直上の土壌の14C年代

LocaIity･ C N CnV 613C 11cage Ijbno･

(%) (%) ratio (%o) brBP) PUTA-)

①
②

③

④

二
二

一

J

K

冗

K

K

つん
3

5

5

つ】
0

0

0

3

5

0

0

17

胡

20

22

.
6

0

.
8

8

19

4
.
10

8
.

r=

日日
=

r:

0

0

0

0

10,170±80

9,640±90

10,080±70

3,960±70

+K-①は表 6の①-6C, K-②は表 6の②-6bと同じ
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冗-⑥

桜島薩摩テフラ(Sz-S:11･5ka)
＼

- ll,500±120yrBP

ヾ

UTA-4147)

㌔
-
1
5

h
十

十

寸

劇

- ll,730±140vrBP
(NUTA-4155)

- 9,820± 120yrBPPUTA-4156)

図11 硫黄島,地点K-⑥での龍港テフラ群

の14C年代

矢印 :土壌試料の採取層準

同位体分別効果の補正はしていない.
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2)硫貴岳火 山

硫黄岳火山の柱状図と年代値 (奥野 ･小林,未公表)を図12に示す.

ー (乍!58)
-1,390±80
ー400±6()
ー530±7㌔119

--L__
-850±60yIBP~~~

(4081)

-910±80yrBP(41491
720±70yrBP(3946)

1,180+_80yrBP(4137)

-2,250±60yrBP(3945)

⊂=

-2,480±90yrBP(4157)

2,340_+iOyrBP
__-_.(4003)-
-2,670±90yrBP
ー (4158)亡▼ii==▼■こ:=■ i=::ココ

4,890±70yrBP

(4013)

冗-⑳

5,200士70yrBP(3944)
界アカホヤテフラ

(K-Ah:6.3ka)

ー ~~-(4117)
一 ･･一__._.

稲村岳

.■■_･･･- -■一一-一~
⊂=

ー40∩±70

iii:=■ー(4109)
i::ヨl■■ーIi:=一li::ヨ

一1,000±80ー
(4108),,

/
Pumicelahar//

K-⑦

a o′
也 o

K-⑩

ー520±80(4115)
･〝..〝ルー440±70(4107)
･…〝-1､150±76(4099)
｢,--1,100±60(4116)●●●

-1,560_+110yrBP
(GaK-67411･小野他,1982)

図12 硫黄岳火山のテフラの柱状図と

14C年代

矢印 :土壌試料の採取層準

括弧内の数字 :測定番号

同位体分別効果は補正している.
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硫黄岳は,鬼界カルデラのアカホヤ噴火以降に形成された火山である (小野ほか,

1982).この火山は,古期硫黄岳の形成,山頂部の崩壊,崩壊火 口を埋め立てる新

期硫黄岳の成長 という形成史をもっている (小林,1985).また,この新期と古期

の間には稲村岳のスコリア層と山頂崩壊に伴う岩なだれ堆積物が挟まっている.

硫黄岳火山の年代値は,ほとんどが降下テフラ中に含 まれる少量の炭化木片を用い

たものである.これ らによると,硫黄岳火山は,アカホヤ噴火後の5,200yrBP ごろ

か ら活動を開始し,その活動は 3,600yrBPから2,600yrBPにかけての稲村岳の活動

を挟んで,歴史時代にまでおよぶと考えられる.得られた年代値に多少のばらつきが

あり,層位学的なデータ,古記録などを含めてさらに検討する必要がある.また,疏

黄岳,稲村岳からのテフラは,竹島にもほとんど堆積していない (奥野はか,1994).

Ⅳ.議論

1.土壌 の1.C年代の有効性

土壌試料を処理 したフユーミンの炭素含量は0.1-20%程度であり,加速器質量分

柿 (AMS)法による年代測定に必要な炭素は,十分得ることができる.得 られた年

代値は,ほとんどが層位学的なデータと矛盾しておらず,歴史時代のテフラについて

も,そのほとんどは妥当なものと考えられる.ただし,奥野 (1995),奥野はか

(1996C)などで指摘 したように,C/N比が10に近いものにやや若い値を示すものが

認められる.これは,土壌の形成後の微生物の活動によ り若い炭素が混入 したことに

よるものと考えられる.しかし,C/N比が10に近い か らといって,必ず若返っている

わけではない.

sz-Tk3上下の年代値 (表2:桜島テフラ群のLoc.⑦)で示 したように,テフラの上

下で大きな差が認められる.テフラ直上の年代値は,その上位のテフラ (Sz-Ub)直

下の値 とほぼ一致する.このことは,テフラの降下 ･堆積によって土壌が閉鎖系にな

ったことを示唆 している.ただし,テフラに挟まれる土壌は下位にいくほど古い炭素

に由来する有機物に富むと思われる.実際,層位と比較 してやや古い年代値が得 られ

ることもあり,土壌の撹乱による下位の有機物の混入によるものと思われる.桜島の

文明テフラの年代もやや古い値が得 られている (図7) .これは,文明以前の天平噴

火は,先行する休止期が長いうえにテフラの分布が狭 く,文明テフラ直下の土壌が下

位の古い有機物の影響を受けやすいためと考えられる.以上のことから,土壌の14C

年代の分解能はテフラの降下頻度に依存 しているものと推察される.したがって,よ

り精度の高い年代を得るためには,高頻度でテフラが堆積している露頭から試料 (土

壌)を採取するとよい.さらに,このような露頭では,テフラの保存状態 (純層であ

るかどうかなど)から,土壌の撹乱の程度も判断することができるので都合がよい.

2.南九州の入戸噴火以 降の噴火史

土壌試料や微量の炭化木片を用いることで,火山活動をより詳細に編年できるよう

になった･鬼界カルデラでは,13,500yrBP以前か ら8,000yrBPの断続的な噴火活
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動により寵港テフラ群が形成され,大規模火砕流噴火であるアカホヤ噴火 (6.3ka)

の後,硫黄岳が 5,200yrBPから活動を開始している.姶良カルデラでは,24,500yr

BPの入戸噴火の後,桜島が 22,000yrBPから活動を開始している.池田カルデラで

は, 5,500-5,700yrBPの火砕流噴火の後,4,300yrBPに鍋島岳が,約4,000yrBP

か ら開聞岳の活動が開始している.これらのカルデラ火山と小型成層火山の活動の規

則性を兄いだすには至 らないが,大規模火砕流噴火の前後にあまり休止期間をおかず

小型成層火山が活動していることが明確になった.
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